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AtoZ解説 

ソフィアコンサルティング株式会社　 田添 忠彦

メンター制度で人を伸ばす！
～革新的仕組みと育成マネジメントのすべて～

■対話による「関係の変化」がカギ
先輩（メンター）と後輩（メンティー）の間で
行われるリラックスした対話。それを定期的に積
み重ねていくメンタリング（メンター制度）。初
めのうちは誰もが，「まあ，ちょっとした相談だ
ね」，「コミュニケーションには役立つかもね」と
いう程度に軽く考えていました。ところが，実際
にはどうでしょう。組織コミュニケーションを充
実させ，キャリア開発を進めるためのメンタリン
グは，すでに多くの企業で行われるようになりま
した。それどころか，一定の仕掛けを施してマネ
ジメントすれば，人材育成（能力開発）としても，
驚くべき効果が挙がることが確認されてきていま
す。対話の中では，人と人との関わり方が変化し
ます。その「関係の変化」こそが人材育成を革新
するキーファクターだったのです。では，その
「仕掛け」とは，「マネジメント」とは何なのか？
本稿は，「AtoZ解説」として，各業界の主要企

業での実践例をもとに，メンター制度を人材育成
策として活用する方法を一通り詳しく紹介してい
ます。約20年に及ぶ様々な試行を経て，企業の人
材マネジメントは今なお模索が続いています。と
りわけ，集合研修を中心とした育成分野は，最も
課題が山積している領域でしょう。現状打開のヒ
ントを，さらにはその具体策を，ここから必ず掴
んでいただけることでしょう。
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メンタリング（メンター制度）とは何か？

どのような目的で行うのか？

人材育成におけるポイントは？

従来型の教育研修と何が違うのか？①

従来型の教育研修と何が違うのか？②

従来型の教育研修と何が違うのか？③

学習・成長の成果は，どう捉えるのか？

具体的にどんな効果が生まれるのか？

「振り返り」とは，どのようなことか？

現状の教育研修の何が問題なのか？

メンターをどう選べばよいか？

メンター人材が不足する時はどうすればよいか？

メンターへの動機付けをどう確保すればよいか？

メンターは活動に満足するのか？

どのような人材層に適しているのか？

どのように活動ペアを作るべきか？

メンターとメンティーの相性が合わないことはないのか？

個別ペアの活動をどう支援すべきか？

活動の見通しをどう組めばよいか？

個々の対話はどう進めるのか？

なぜアクションプランが重要なのか？

上司による指導（OJT等）と矛盾をきたさないか？

事業拠点が分散しているが，どうすればよいか？

学習するとは，要するにどのようなことなのか？

企業の競争力は高まるのか？

メンタリングは，どのような潮流の中にあるのか？
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